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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せて検討を行なった。また臨床的ケこ急性期より慢性1り1

　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　までの樋の肝疾麟について運珈砿るi｝干麟鰻1：の

　著者は第1編において，肝炎の治癒判定の基準とし　　　変動を198Au－ColloidのJ｝；1二集積率により測定し，岡1吟

て用いている運動負荷試験について報告したが，その　　に求めたlfilWS　Transaminase値の変動との関係を検

成績より本方法の有効性が確められた。また実験的肝　　　討した。

障害動物において運動負荷にょり血ne　Ti’ansarninase

の有意の上昇があり，それらが肝由来のものであるこ　　　　　　　　　　　　第1章

とが推定された。本論文においては運動が肝におよぼ　　　　　　　　　　　基礎的研究

す影響について肝血流量の変動の点より検討し，運動　　　　　実験的肝障害動物の運動負荷時における

鮒撒の齢。ついて擦する。　　　　　肝循環購の蜘
　運動が内臓血流量におよぼす影響については，すで　　　　　　　第1節　実験目的

にさまざまな研究がなされており，それが内臓血流：量　　　前述のごとく，爽験的肝障蜜動物について，その急

に影響をおよぼさないとする報告もあるが①，一般的　　　性期より慢性期までの種々なる過程で運動による肝血

には四肢の血流量が増加し，内臓【血L流量は減少するも　　流量の変動を19BAu　Colloidを用いて測定した。また

のとされている②③。肝血流：量についても同様のこと　　肝内短絡率の変動，門脈lfi上流燈のみの変動を測定し，

がみとめられて」ts・1｝④⑯⑰証瀦についてみて硫　翻醐・循繭態ウ・およぼす影響について蹄した。

効肝血流星は臥位から立位の変換のみで8．4％の減少

があり⑥，さらに運動を負荷すれぽ50％から最高80％　　　　　　第2節．実験方法

におよぶ血流量の減少があり，同時に酸素消費量の減　　　　　　（1）　実験材料

少がみとめられている②。　　　　　　　　　　　　　　　対象とする実験材料は第1編の基礎的実験とほぼ同

　しかしながら急性期より，肝内短絡率の増加および　　様である。すなわち体重1509γ前後の成熟白鼠につい

門脈圧充進をきたす慢性期までの肝障害の種々なる病　　　て，正常を対照とした。また実験的肝障害の急性1障害

態において，運動負荷が肝循環動態にいかなる影響を　　　としては四塩化炭素をoliVe油にとかして10倍溶液と

およぼすかは明らかではなく，さらにこれらが肝組織　　　したものを0，2me／IOOgrあて1回筋注を行ない，その

　　　　酵票の血中への逸脱に対する轡響についても十分明確　　　急性期としての3日後，回復期としての8日後を用い

にされ、下～・るとはいえない。本論文ではまず実験的肝　　　た。慢性陣害としては同様の四塩化炭素O．05me／100画

障寳動物のさまざまな時期において運動負荷による肝　　　を週2回投与，8週間経続後に2週間の休薬を行なっ

循環の変動を測定し，第1編における基礎的研究と合　　　たものを用いた。
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　　　（2）肝lftt流鐙，門脈血L流母の測定　　　　　　　となる時間が延良することを意味している。したがっ

　一般に肝［rtL流量のIll日定は血液中のcolloid粒子が　　　て岡時に採取したド『脈IC［LのR．工。活性値の減少は門脈

肝内を1圓通過するさいにはきわめて高躍に肝の三1と細　　上rit中のcolloid濃度のpeakに達する時間が延長して

胞に摂取されるという理論に藁ずいて行なわれてい　　いることを示し，門脈血流量の減少を意味することが
る⑥。その一一一方法である198Au－C。110idによる｝Il二1血L流　　　聯易に説明される。またIjPの網内系機能の状態，

量の測定法｝こついては後にその詳細を1継べるが，この　　　Wti．4Lu－Colloidの除ユミ率の良斎などの問題は運動によ

理論に従うと・定蹴のigSAu－－Colloidな静注した後の　　る変化をみるという実験の性質上無院できるものと考・

一定時間の肝全体のR．L活性値は億1ま有効肝煎1流量　　　えら才しる⊂，

と平行するものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　川二内短絡率の～則定

　まず予備的に以下の実験を行獄った。すなわち正常　　　　勅物コ芝験としては，すでに肝内垣絡率のlllll窺のため

白鼠1群5匹について，198Au－Colloic10．5μo（稀’釈し　　にltlll一熱変性人1血L清Albumineを用いた・：il・2fiiがあ

てo，5meとす7．，）を股静脈」二り静rl三後の肝創llこのR・1．　　る⑦c，木実験ではその方法｝こ従・⊃てlt；8Ati・・Colloiclを

活性他およびlllll『部より採【f【LしたP，」脈if【t　i　1116中のぞ1｝し　　用いて測定した｛、すムこわち・禅に0，3μo（稀釈して0、3

の経時的変動をみたところ，図1に示すごとく肝では　　　7neとする）の19SAu－Colloidな肝11『部に近い腸醐膜静

10分まで上昇を続け，以後plateauに，なった。また　　　脈内に沼三入した後，　ILI確に10秒して肝門部を結41髪しレ

門脈1血Lで欧30秒でpeakを示し，以後漸減したn　　　　｝｝1：を切除する〔，前もず）て注入する放射性物IE’｛のc（｝unt

　以上の結果からごE常群において門脈lt“．f．IIで最lrli濃　　　数をWelltype－＄chintillation　c‘）ulltez’で測竃し，

度となる30秒をえらんで爽験な背なった。すなわ・ら　　　また切除肝全体のR・工・活｛生値な同様にしてIH腱する

etller麻醇後，一．・律に0，5ttCのユOSAu－Col1Qidを股静　　　と次式にjlり堀論ilりに肝内短絡率が求められる。

堅撒臨麟1灘瀦窪講瓢肥鵯1　注入した警裂喫撫幽轡卿×・。・（％）

ら肝を取咄し陶尺i鰍その総で，　，」’：7’Lzl］・1・O・；LllH」1’‘　紛鶏鱒∫いても鋤に泌変燃みるとい瑛

にしてW・lltyl
血､・・h・…11…－nter　1・…りそ蟹1碧1’猫の諸『｝｝1脳脳蜘ないもの

の各々のR・1・了甜働繊した・　　　　　（4），鋤鮒の加1
　かかる操作による時「鋤勺オ磁1差ほ一矩の流れ作蜘』：　　運動魚荷の方法としては第1編において行なったこ

より行なわれるために相殺されるものと考えられる。　　　とく，約15分間の水槽中の遊泳な強制的に行なっノこ。

またこの力法により測建された成績については，例え　　　またかかる運動負荷による肝血biil：蹴，門脈【血L流蹴およ

ぼそ、の値の減少ex　lg8Au－Colloidのlj　l二集積のPlateau　　び肝内短絡率の変動を前述のごとき各群について測建
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した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で明らかに准意蕗のみとめられるのは，急i生障「霞1｝佃）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急、促1…」切　（ts　＝6．19），　1！／ll｛製〔jVl　（tE；：t，115．57）　LC三∵｛三｝f）ノ：：〔｝

　　　　第3節　実験成績　　　　　　　　　　　　　　すなわち19SAu－Colloid静法k後30（J．17の門脈lrlt　l躍6中の

　　　（1）　肝ltil流量の変動　　　　　　　　　　　　　　 R，1，活性億はIE常対g照群では」ドi填｛動群Jll曲助1互荷群

　以上の方法に従って求めた肝血流最の変動について　　　の間に有意差をみ・kめ歳かつ丸のに刈引して，急性跡1害

は表1，図2に示すごとくである。す／itわち正常対照　　　群の，名k性期においては非浬動群囚r：・1．911×1伊GPM，

群で運動負荷を行なった群は行なわない群との間に有　　　運動魚荷群で1．33×104CPMと約：3［）％躍ノ）滅少蔚示i．．

意差を示さなかったのに対して，急性障’瀞群¢）急性期　　　た。またその圃復期においても前1誓が2，ll8×1（14　CPM

（投与後3H）においては19sAtt－Colloicl温蕩1後30秒　　　に対して後煮が1．04×loa　cpMて，5（】％1”，お，1．ぷ滅

の肝全体R，1，の活性値が運動しない群がユ0．7ユ〉〈II〔，4　　　少がみられ．たが，慢性1；1；～：齋群・el、｝；・li・均個・d卿斐の越’シ

CPMであったのに対して運動魚荷を行なった群では　　　なみるも翁意蕉は、7sとめら，｝しなかJ：」ノL：，，

6・42xコ04　CPMと約40％の減少を示し，明らかな有　　　　　　（3）　肝内短li各確の変動

意差をみとめた（ta　＝＝　7．　76）oまた急性llf嶺鴇群の圓復　　　　肝内無1絡率の変動について｛、k貞3，図4に示1ノ、：、，

期（投与後8日）においても爾ぼ同程度の減少を示し　　　ユE常対照群，急性障害禅ソζPは約m％程度の値諌～河dた

（約5Q％）・その有意性も明らかであった（ts　：］0．25）。　　のに対して，慢性障‘1瞬1寧では4（1，69ti　，！：高値る、・示1ノ；，：　’、

さらに慢性障轡群についてみると平均値においては軽　　　遇1動に」：る嚢動については一般に藻がすく1．cく，5％

度の減少を示したが，その有意差はみとめられなかっ　　　の有意水準で有意差を示したものは急｛’1纏’霧の回復馴

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のみであり（ts罵5．6D，：IE常対照群，急樵陣密群の

　　　（2）門脈1血疏騒：の変動　　　　　　　急｛’i湖では軽度の増hll，蘭’騨割阿は1　釜膿職勲

　表2，図3に門脈面L流鋭の変動を示した。この成績　　示したが，その有意鑑はみとめら；｝しなかっ叛、

表1　四盧化熊素肝陣審白鼠の運動による肝内19SAu－Colloid簗積の変動

　hx－．t－．t　，

墜壷虻き乱…璽塑＿＿…養望盤一．．．t型舗野　翫拝轄

ヨド　運　動　群　　　　8．43：ヒ1，24　　　　10．71士0，60　　　11．48：』0．77　　　　6．42士1，17

運動魚荷群　8・22士1．07　6．42士1．02　6．02士0．81　5．4旺0、88
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　前　後　　前　後　　前　後　　前　後
　　正常繍　　 急麟警（3日）　急麟轡（・日）　　慢性蹴

図2　各種四塩化炭素肝障害白鼠の運動による肝内19SAu－・Colloid集積の変i励

　　　　　　　　　　　　　　　（静注後30秒）
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　　　　　　表　2　　　四塩化炭素肝障｛｛一！c白鼠の運動による門脈血流量の変動

匪・璽顛：三＿1墜璽興一．一．一一．饗壁　　．饗醗．．．．一．難墜．

　訓：　ユ里　t助　イ洋　　　 1，41士0．28　　　　1．98士O．13　　　　2，08士0．18　　　　1．42二』0．19

　」璽亘功典f冒fイ洋　　　　1。46」：0．ユ2　　　　1，33士0．18　　　　1，04士0，23　　　　1，50」：tO．16

GPM
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　正：常Ptg只K　　　　　　　　　急唯生F藁瞥（3Elt）　　　　　　　急1生1蟻審（8日）　　　　　　　　　唱曼，1生障琴圭撃

図　3　　　　各種四塩化炭素障轡白鼠のll践動による門脈1但流駄の変動

　　　　　　　　　　　　　　　　（静注後30秒）

表　3　　　四塊化炭素肝障害白鼠の」璽動による肝内短絡率の変動

％＼＼、正常対照 @　製轡　　樫讐轡1穿　酬1障轄

9ドう里鋤　群　　　10．6：ヒ3．9　　　 13．3：ヒ4．8　　　 ユ0．3土4．0　　　 40，6ti：5．7

運1動負箭｛i沼羊　　　19．7士6．2　　　 19．1士4。3　　　 24，ユ：ヒ3，7　　　 36．2：』4．9
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　前后　 前后　 苗后　 前后
　　正常　　　急性陣審3日　　　急性障霧8日　　慢，性障讐
図　4　　　各種四塩化炭素肝障轡白鼠の運動に」二る肝内短絡率の変動

　　　　　（198Au－Co1loid腸管膜静脈内注入後10秒の肝R．工．活性の変動）



　204－　（9　96）　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医｝｝，尉罪ゴIG巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館3回Flの測定を行った。測罵1；賜〔則として絶食時に

　　　　第櫛小1舌　　　　　行ない諏るべくII、1鎌件とした．ま燃・圓」謝
　以上の成績を小括すると，正常ではカかる運動によ　　　3圓までに2週間の期問が～ちるが，藻患の性質上この

って有効脳L瀬の脚力をきた翫いことがみとめら　間旺・病態の勤は螂11できるもの拷えた、，

れた・これにヌ札て急｛ゾ【」li：1；轄において1・ltその御1測　　　（2）IVBA…C・11・idによるlj牒醐ζ¢）II　淀

および圓俣期ともに著1り」な門脈1自L流1：の減少があり，　　　　一般にColloid！位子は1白1管内にi1三射され≧；，と綱内系

有効川1flL流li’1：の減少とほぼ平行する変化を示した。す　　　細胞に摂珂更されてlllL中より除ユミされる、，したがって

なわち急性障獅こおける運動による肝1自L流：｝i｝：の11・北少は　　　ly8Atl－Colloicl　q）易合もBSPまたわIUII－Rose－HBcil＿

主として門脈1白L流．1：の減少によるものと推定される　　　ga王のような色、素溶液と1勘奪きり，　buck　diffusion　lよ

が・急脚轄唖1側臆おいて1働1こよ翻内纏郷　叙考えられないから1鱈納力・ら網・孫への一：用lr豊
め有意a）増力睦みており，カ・か破化楠効川Ei（tLift：．1・！二　で，いわゆる・i・gl・・。mP・rtm。。t．，y，t。m鷲・）

の減少をきたす囚子であると考えられる。　　　　　　　　あっかわれている⑪c，

　一方・測三障1辮陛おいては棚繍こ述べノこごと　1眺加1はす一a’に壽嫁に1二り，臨ぎれてい翻法に

く，かかる1轄により緯栽学的に轍より樽度の肝　従・た⑧一“　＠．すなわち儲は・棚　脚写、背脚1

の線細ヒをみとめ，lj’1：内劣臨率も｝離〔を示し，」1顯助　祉らせ，　S・hi・till・ti。・C。。。t。，（C。11im，t。，、

糖こおいてすで賄蜘；i血L灘・二の減少洲1絶さ才・た　t・p・・dtyp・）腕蔵に1．て￥纐　1・・嚇と剣1熾起の

が・運助負荷の影獅凝まとんどみとめられ欺かった。　　　交点上に開口1ヤ「；中心がくるように圃シ遣するt，ついで

　鍛編において述べたT・ansul）li・・ase畷班・　19sAu－C。11。idを約5・！’疏拗三・h猟，L囲1入する。

かかる肝JfiL・bi・i一帥蜘助との関係については後に礫を　lll・励に摂取1騙尚とが記録され，3紛から6。分後に1轍

鰍る・　　　　　　　　　　の」・昇が終って1’1・teauとなったところで言1・測な正1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　める。

　　　　　　　　　　第2章　　　　　編の齢によると川・の糊駄糊・1，勺に鰍さ．｝し

　　　　　　　　　臨床的研究　　　　　　　　　　　　る198Au－Colloidは1欠式のごとき指数山線をとる。

　　　　　鉾灘繊おける醐時の　　　・一・・………）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cco－－C＝：CQQe－K七
　　　　舞∫1節　　口　　　的

に緊老講脇織講鷺糞饗1讐灘製　・£：聾繍灘濫点惣瓢競蹉：c・

2：縦猫欝辮黙難蓬撫熱llf隠磁灘」監蹴撫
の肝血流盤の変動を測定し，また同時に測定した、1血L清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1Z’ra・samin・・e値の変動との関係を求めて，醐鮒　　　1〈　：：：　O・693／t2

の影響について考察する。　　　　　　　　　　　　　　えられたllh線からC。。－Cを片対数紙上にPlotす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると禮線がえられる。この直線上で注入時の高さの％

　　　　第2節方法　　　　　　になる腰畑麟ll，すなわち轍期・－b鯨める
　　　（1）対象および遡顔荷の方法　　　　と，上式より肝鰍率K値（K。働が求められる。
　対象としては入院中の急性肝炎回側廿」例7例，慢性　　　　理論的にはKL値は純粋に肝血流潔こ左右されるべ

肝炎例9例一鞭変症例9例であり・これらはいず2・・　きでit’り，肝」ω麟：は1〈。値に全循蜘腋龍乗じて

も腹腔鏡あるいは肝生検により診断した。また正常健　　　求められる。しかしこれはi’j8Au－－Colloidが肝をユ圃

康者7例を対照とした。　　　　　　　　　　　　　　　　通過する間に100％摂取されるという仮定に基ずいて

　方法はまず安静時の測定を行ない，その放射能の影　　　おり，爽測された肝除i去細よ正常者で40％～80％と報

響のなくなった1週les後・約・51・XJ間の灘試験鮒　鰹れてL・る⑭．これには1・・A・－c。11。idの粒子の大

なった礁後に策2回目の測定を行なった。またこの際　　　少不岡に問題があり，また病的状態においては網内系

鞍静時および鰍撒轍の血清T・ansaminas・　の機能礁も嚇す疑叛らオ、ているが⑱，搬的
値の測定をあわせて行なった・さらにその・．va・1’1・1・1　1E　，　にはK。頭直の醗のみで脂願⑫少がうかがいうる

同様のF鰍試騒に3°分間の闘ミ休馳行なってから　ので，その臨tiavJな価働ミみとめられている。また運
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動による肝」直L流貴の変動をみるという本実験の目的か　　　なかった。

らして十分な検査法であると考えられた。　　　　　　　　慢性肝炎例では安｝惣時に0・077－一・o・　203（’ド均0・154）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とややばらつきが大であったが，運動負荷直後では平

　　　第3節成　績　　　　　　　　　　　均0・134と軽度の減少を示し，30分休息後も0・135と

　　（1）　月一臼n1流量の変動　　　　　　　　　　　　　　　1鷲1復がみられなかったo

　急性肝炎回復期1ダllについては炎4に，慢性肝炎例は　　　　一方，肝硬変症例については安静時に0，231と高値

一炎5に，肝硬変症例は表6に，また対照例は表7にそ　　　を示した1例以外は低値（平i句o，158）であったが，運

の成績を示した。さらに各群別にKL値の変動な図　　　動による変動はすくなく，直後で平均0，」25，3〔1分休

5に図示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　息後で（⊃．143を示した、，本実験σ）対象ほ大部分が代償

　まず対照例では正《L値は安静時に0．」40｝〔1．180（｛itt　　性肝硬変litlであったが，1例の非代償性｝】r硬変症例で

均0．161）で，これは諦家の報告とほぼ一致するl」比績　　 は宏静時e：　O。　077と低値III’示L，運動によりさらに

であった⑪一⑭、，っざに運動にょる変！1功を．z＾ると，前　　　（1，046と減少した。したがって3（粉休息後の血！ilが全体

述のごとき階段試験の直1麦で平均o．166，その30分休　　　としてやや高値な示し，あたかも上昇したごと訴成績

息後で0．163とほとんど変動はみられなかった。　　　　であるが，この平均値に．は代償14；黛の1例が加わって

　これに対して急｛ノk肝炎剛復期例においては安静時に　　　いないためであり，図5にみるごとく有意の変動はな

0．173～0，250（hfi．均0，202）と対照に比し．てやや高値を　　　いものと労えられる。

示したが，1！匹動負荷｝噛：後では51義均0．158と著しい減少　　　　　（2）Transaniinaseの変動との関係

があり，30分の休息筏も0．163と十分な回復がえられ　　　　ニオしらのKL値の変動とS－GOT，　S－GPTの変動

表4運動による肝lf［1流．駄㌃5よびTransminaseの変動；苞1、｛生肝炎圓復IPI例

症　　　例　　　　　 KL　　　値　　　　　　 GOT　　　　　　GPT
年　　　令　　一・一・一一．一・一一一一一．．・一　一t．一一一一一一一一一一…一一一一一一・一一一一…一一一　一

　性　　　別　　　畷前　　111」：優　30分後　　1亘前　　直後　　　霞lli∫　薩後

矢　（）ec’　33　　♀　　　　0．250　　0，173　　0，161　　　　　23　　　　　43　　　　　　18　　　　　31

（）　汐更　　62　　♀　　　　0，215　　0．155　　0，ユ50　　　　　17　　　　　15　　　　　　20　　　　20

久⊂）＊348　0．173　0．1420．154

0田　23♂　0。196　0．173　0．192　　26　　12　　26　　10
ヨ［1二　（）　　38　　＄　　　　0．174　　0。136　　0，154　　　　　20　　　　　15　　　　　　24　　　　　12

0　口w　　33　　♂　　　　0，2．10　　0，173　　　0．160　　　　　　16　　　　　20　　　　　　　8　　　　　　8

西　0　　　61　　♀　　　　｛〕．198　　　0，152　　　0．175　　　　　　18　　　　　26　　　　　　　20　　　　　工4

　平均O．2020，　1580．16220．021。919．315．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊：予後不良例）

表5　　慢性肝炎例
症　　　例　　　　　KL　　　値　　　　　　GOT　　　　　　GPT
　年　　　令　　一・一一…一一一幽一………………－t’…1…『｝冊…ttt…mt－……nv……’　m…　　…trrH－t『『…

　i生　　別　　　直前　　直後　30分後　　直前　　直後　　　面前　　直後

）’虫樺　0　　　24　　♂　　　　0．167　　0．1」1・1　　0、146　　　　　　60　　　　　100　　　　　　82　　　　　86

0　本　　　67　　♂　　　　〔｝．097　　　0，147　　　　　　　　　　　　　45　　　　　　75　　　　　　　66　　　　　64

樹讐　（）　　　45　　♂　　　　　0，157　　　0．142　　　0．154

（）　4く　　50　　6　　　　0，133　　0．102　　0．103　　　　　38　　　　　32　　　　　　24　　　　　28

｝圭餐　0　　　48　　6　　　　0．ユ30　　　0，144　　　　　　　　　　　　　46　　　　　　52　　　　　　　48　　　　　62

（）　艦隻　　　52　　δ　　　　　0，173　　　0，118　　　0．120　　　　　　50　　　　　　47　　　　　　　57　　　　　　57

t」、　0　　　30　　6　　　　　0．230　　　0．150　　　0．157

0松486　0．1820．ユ230．ユ33
J“　0　　　50　　6　　　　0．150　　　0．14魂

　平均0，1540．1340，ユ3557．861，245．459，4
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　　　　　　　表　6　　　　　　　　肝　　硬　　変　　症　　例

　禁　　纂　．　K・　　値＿．．．．＿．．一．．．一一一．9．09LZ．一．．．．．．…一．一．一．．tt』、一一．鍵に一＿一

　性　　　別　　　直前　　禧後　30分後　　直前　　直後　　　直前　　庶後

金038♂　0．1280．ユ030．12。　135　153　134　160
0　 田　　　21　　♂　　　　0，23」、　　〔〕．193　　　0．ユ83　　　　　1ユ0　　　　　90　　　　　　　25　　　　　26

4、　0　　　31　　δ　　　　0．115　　0．157　　0．160　　　　　　22　　　　　20「　　　　　　　25　　　　　26

0　町　　　50　　δ　　　　　0．112　　　0．138　　　0．130

二二　〇　　　37　　6　　　　0．112　　　0．133　　0，160　　　　　　80　　　　　77　　　　　　174　　　　165

0沢38δ　0・1420．1500．1二玉9　20　26　　30　35
唐○＊36♀　0．0970．046　　　136　160　156　M6
0　＄寸　　　44　　6　　　　　0，110　　　0．110　　　0．108

1娠　（）　　　22　　5～　　　　ユ，106　　　0．096

平　均　0・128・」250．143　83．888．4　、00．〔，’”i6ti．「6’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’x：代償不全例）

表7　正常対照例　　　　との関係姻6に肌た。

性　別　酬　離　3・腋　 蝋費・∫に・ll・ζ鷹とん・！t’・lfiL満Tm…Mill・…e働

＿＿一一．．＿＿FF＿＿一．＿一＿＿．＿＿ @．一．一…、＿＿．．＿．　　変動はみられないといえる。

醸麗1：1991：il9罐　つぎ嘲骸醐田・1・轍嫡槻儲

梨　馨＿－KL＿」虹＿一，　鰻賂お1耐第1鰯・廷べたこ民かか・3iilS

一…　♂・、・65、）．、．、、7。r。．、7。　1［浄でS：G°T　l（）・°・S縄GPTユ9・3と’la常範1・儲，・・

O岡27♂・．．・4・。．、5。。．、145　かか耀・吸髄1獅も既んど上鞭拠なか・
田028♀　0．、57　0．160　　　　た・ただし1例でS－GOT　43とJt’1三常勲・艘に越え
○沼36♂　0．ユ62　｛｝．165　0．．168　　る一珊をみた・糠例について1潮1編で症㈱ユとし

杭021♂　0．155　。．160　0．155　　て紹介したが・K・働按静時に。．250，運！珈鰍で

H平一w磁｝6：i66一・16r潅撫総驚瀦蹴搬繋、，ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　していることはすでに述べた通りである。・っぎに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KL値の軽度の減少を示した慢性肝炎および変動をみ

否｝25

0．20

0，15

0，le

O。05

前　後3°分後前　後・・分後前　後・・分後前　後、。分後

　　正鰭対照）　急性肝炎腋期　　慢1・嚴　　　鞭魏

図5　　運動による肝血流鐙（K。）の変動
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単イ立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOτ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GPT

十50

G　　　　　　　　　l　　　e　　　　　G

♀＋25・ム・：　　　9
／・一轟…搬L…t－一一1

　　　　　　　　　◎　　1

　　　　　　　　ム　　　　1
一25・

　　　　　　　　　　　　◎急，1生肝二炎

　　　　　　　　　　　　o慢性肝炎
　　　　　　　　　　　　ム肝硬変症
　　　　　　ム　　　l
　　　　　　　　lぬ
　◎　　　　　　　　l
　　　　　A　　　l　《

一…
C。一・％一一一↓，一斗一一一…

　　　　P⑨i
　　　　　　◎　　1

一50
－－ O．IO　　　　t－．0．05　　　　　　0　　　　　　・卜0，05　　　　十〇，10　　　－・0．1〔〕　　　帖國0，05　　　　　　0　　　　　　－iO．05　　　　　卜0．10

　　　　　　　　→KL　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　→KL

　図6　各種肝疾患における運！助による肝」llL流肚（KL）の変動と
　　　　　　　1血L溝Transaminase値の変動との関係

とめなかった肝硬変症においても爽5，…凝6に示した　　があったと報告されている⑤。しかかこれらはいずれ

ごとく血清Transaminase値は有意の上昇をきたさ　　　も運動負荷の状態に才δいて肝並L流娼：の変勅をみている

なかった。したがって金体としては図6にみるごとく　　　のであって，1E常者においてはかかる減少はきわめて

肝血流董の変鋤と1丘L満Transaminase値の上昇の聞　　　姫時間にイ賢償され，肝疾患々潟ではこれらの代償能力

に判然とした相関はみられなかoた。　　　　　　　　　　が減弱しているために肝内ln1管床の減少も加わって肝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥飢流障警が長びくのではないかと推定されている④。

　　　　第4節小　括　　　　　　　　塾1礫瀦の臨蜘戊績で198Au－C・11。idによるIH：血流

　健康者ではICGを用いた爽験で巡動中に肝血流敬　　　：量セの測定により運動藏後の変動をみると，正常対照群

は著明な減少があったと報魯されているが②，本実験　　　では直後にすでにほとんど変動がみられなかったのに

成績では運動直後においてすでにほとんど変動をみと　　対して，急性肝炎では圓復期をこおいてなお薯明な減少

めなかったのに対して，急翻干炎ではその回復期にお　　をみとめ，30分の休息によっても安静時の値に復さず

いてなお著明な減少があり，30分の休息によっても十　　　圓復が遅延していた。ただし慢性肝炎ではその程度は

分な回復はえられなかった。また慢性肝炎ではかかる　　少なく，肝硬変症ではほとんど変動がみられなかっ

変動の程度は少なく，代償性肝硬変症では安静時trこす　　　た。

でに低値を示したが運動負荷はほとんどKL値の変動　　　　かかる点に関して爽験的肝障警動物を用いて検討し

に影響をおよぼさなかった。　　　　　　　　　　　　　たところ第1章に述べたごとく，正常対照群では肝血

　またかかる運動ではKL値の変動とTransaminaSe　　流量の減少がみとめられない程度の運動負荷により急

の変動との間に直接の相関がみとめられなかった。　　　　性障害群では著明な減少があり，その圓復期において

　以上の実験成績は基礎的研究のそれと合せて運動が　　　もi司程度の減少がみとめられた。またこの減少は主と

障害肝におよぼす影響，あるいは選動負荷試験の臨床　　　して門脈」血疏最の減少によるものと推定された。これ

的な意義の考察に一助をなすものと考えるが，この黙　　　に対して慢性障雷群においては肝内短絡率の増加があ

に関しては考案でさらに検討する。　　　　　　　　　　り，安静時にすでに有効肝1血流鍛の減少がみとめられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たが，運動による減少はすくなく，門脈」血L流量の減少

　　　　　　　　　　考　　按　　　　　　　　　　　　または肝内短絡率の変動もみられなかった。したがっ

　一般に運動は内臓並L流墨を減少させ四肢の血流量を　　　て慢性肝陣害時における運動による肝1nL流量の不変は

増加させるものとされている。肝血流量についても同　　以上に述べたごとき循環動態によるものと労えられ

様に考えられており，すでに紹介したごとく，ICGな　　た。

用いて運動中の変動を測定したところ，正常者におい

ても最高80％におよぶ減少がみとめられている②。ま　　　　つぎに運動による肝」血流lil：の変動とTransaminase

た臥位より坐位への体位の変換のみでも8．4％の減少　　　の変動との関係についてであるが，塾礎突験的には篤
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